
分科会下部会議の実施状況（令和 7 年 7 月以降） 

 

１．就労支援検討チーム会議 

【目的】 

福祉施設から一般就労への移行等、障がい者就労の支援全般について検討するもの。 

【会議メンバー】（R8.5.25 時点） 

植田康弘（指定相談支援事業所しののめ）、加藤和美（相談支援事業所ジョイ）、豊田芙美子（オフィ

スまるべりー）、野田布由子（ワークセンターフレンド）、安食拓司（松江公共職業安定所）、松浦兵

吉（島根障害者職業センター）、小谷修司（島根県中小企業家同友会）、柿田崇智（松江養護学校） 

※その他、オブザーバーとして関係団体等からの参加者あり 

＜事務局＞松江障害者就業・生活支援センターぷらす、松江市障がい者基幹相談支援センター絆、 

青山貴彦（社会福祉法人桑友）、福田誠（相談支援センターわこう）、障がい者福祉課 

【開催日】 

ž 令和 7年度　第 1回　令和 7年 11月 17 日(月) 15：00～ 

ž 令和 7年度　第 2回　令和 8年 1月 26 日(月)　15：00～ 

ž 令和 7年度　第 3回　令和 8年 3月 30 日（月）15：00～ 

ž 令和 8年度　第 1回　令和 8年 5月 25 日（月）15：00～ 

【主な議題】 

ž 就労選択支援事業の実施報告 

→令和 7年 10 月に開始した就労選択支援について、実施事業所であるオフィスまるベリーの実施

状況、松江養護学校の利用状況などについて共有しながら、今後の運用を検討。 

ž グループワーク 

→令和 7年度は「松江の就労支援にあるといいこと、なくてこまること」のテーマで地域課題に関

する意見をまとめ、就労支援検討チーム会議で取り組む課題について検討を行った。 

→令和 8 年度第 1回の会議では 7年度にまとめた課題のうち、就労選択支援導入フロー、実習協

力企業のリスト作成などの案について意見交換を行った。 

ž 各関係機関からの情報提供 

→新たに就労支援事業所を立ち上げる事業者や島根県教育庁など、様々な方にオブザーバーとし

て参加していただき、就労に関する取り組みなどについて情報共有する場となっている。 
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２．相談支援検討チーム会議 

【目的】 

　障がい者や障がい児に係る総合的な相談支援の体制などについて検討するもの。 

【会議メンバー】（R8.3.9 時点） 

安藤只祥（松江市社会福祉協議会）、笠置來未（相談支援事業所ビ・フレンディング）、浅津良太（松

江市障がい者基幹相談支援センター絆）、曳野由季子（相談支援事業所よもぎ）、安達佑哉（相談支援

事業所ハローネット） 

＜事務局＞障がい者福祉課 

【開催日】 

ž 令和 7年度　第 1回　令和 8年 3月 9日（月）13：30～ 

【主な議題】 

ž 相談支援事業新体制の振り返り 

　　→令和 7年度から新体制として、基幹相談支援センター絆と主任相談支援専門員配置加算(Ⅰ)を

取得している事業所が相談支援事業の機能強化を担っている。 

→絆の事業所訪問に主任相談支援専門員配置加算(Ⅰ)事業所が同行するといった取り組みにより

新体制への理解が進んだ。引き続き、活動の見える化により新体制への理解を促進し、相談支援

の機能強化につなげる。 

 

３．地域移行・定着・包括ケア連携会議 

【目的】 

　障がい者や障がい児が地域で生活していくための体制・環境整備について検討するもの。 

【会議メンバー】（R8.5.15 時点） 

安部美佐子（松江市精神障がい者家族会）、武田信子（松江市手をつなぐ育成会）、大野博徳（障がい

者支援施設シリウス苑）、庄司彰（障がい者支援施設希望の園）、乙部瑞恵（相談支援事業所よもぎ）、

深田里佳（湖南ホスピタル）、西尾裕之（白潟ハウス GH）、山田正人（松江宅建センター）、安食拓司

（松江公共職業安定所）、平崎由加（松江障がい者就労・生活支援センターぷらす）、森廣晃一（松江

市立病院）、武村泰司、土屋博紀（松江保護観察所）、雨川保美（松江保健所）、小須賀昭雄（松江市

社会福祉協議会） 

＜事務局＞ 

障がい者福祉課、家庭相談課、松江市障がい者基幹相談支援センター絆、相談支援事業所ねっとわー

くしののめ 

【開催日】 

ž 令和 8年度　第 1回　令和 8年 5月 14 日（木）10：00～ 

【主な議題】 

ž 地域生活支援拠点の整備・運営状況 

　　→別添資料のとおり整備状況及び今後の取り組み予定について報告した。 

→令和 7年度に地域移行・定着・包括ケア連携会議が開催できず、議論の場を設けることができな

かった点や、事業の周知不足について指摘があった。 

ž 日中サービス支援型共同生活援助の事業報告 

→こだま、ソーシャルインクルーホーム松江東出雲町の 2件について報告した。 



4．障がい児支援連携会議 

【目的】 

障がい児支援の状況・課題を共有し、課題解決に向けた対応等について検討するもの。 

【会議メンバー】（R7.10.15 時点） 

高橋歩美（放課後等デイサービスピピ 2）、武田信子（松江市手をつなぐ育成会）、嶋田隆（島根県中

央児童相談所）、中野さやか（東部島根医療福祉センター） 

＜事務局＞ 

障がい者福祉課、松江市障がい者基幹相談支援センター絆、健康推進課、こども家庭支援課、発達・

教育相談支援センター（エスコ） 

【開催日】 

ž 令和 7年度　第 1回　令和 7年 10月 15 日（水）10：00～ 

【主な議題】 

ž 放課後等デイサービスについて 

　　→放課後等デイサービスの利用状況、給付費の支給決定の状況等について松江市から報告した。 

ž 個別ケース事例紹介 

→松江市障がい者基幹相談支援センター絆から個別ケース 2 事例について紹介し、当該ケースで

利用可能なサービスについて各機関から情報共有するなど、対応の検討、意見交換を行った。 


